
転機を迎える日本・・人口が減少する 中でさまざまな課題に直面しています

人口減少
と高齢化

インフラ
の老朽化

地方消滅
無縁社会

温暖化と
自然荒廃
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日本の人口は2008年の1億2808万人をピークと
して減少に転じました。国立社会保障・人口
問題研究所によると、概ね2050年前後に1億人
を割り込み、2060年には8000万人台に落ち込
むことが予測されています。ちなみに第二次
世界大戦によって1944年からの1年間で約230
万人の人口減となりましたが、翌年からは人
口が回復しています。今後は、2060年まで、
毎年80万人以上の人口が平均的に失われてい
く可能性があるのです。

2015年12月にCOP21においてパリ協定が合意さ
れました。これは、2020年以降の世界の温暖化
対策の枠組みを定めるもので、産業革命時と比
較した地球の平均気温上昇幅をできれば1.5℃に
抑えること、目標の改訂においては改訂前の目
標よりも厳しい目標を掲げることに、全世界の
196カ国が合意しました。地球の平均気温上昇を
2℃以内に抑えるためには、温室効果ガスの排出
量を今世紀後半にゼロまたはマイナスにしなけ
ればならないことが報告されています。化石燃
料に依存してきた従来のエネルギー供給のあり
方を大きく変えざるを得ないのです。

この間、高齢化も進行していきます。
このため、人口減少以上に生産年齢人
口は減ることとなります。

国内においては、人口減少に伴って、
これまで人の手が入ってきた自然環
境が劣化することが問題となってき
ています。イノシシ、シカなど増え
すぎた野生鳥獣の管理が課題となっ
ている地域も広がっています。

維持管理を含めたインフラ整備総額は、1965
年に5兆円程度でしたが、1995年前後に30兆
円を上回る額に達し、近年は20兆円を切る水
準に落ち着いています。一気に整備した道路
や港湾などが、一斉に耐用年数を迎えます。
仮に同じ機能で更新するとした場合、更新・
維持管理費は急増し、2030年ごろには現在の
ほぼ倍の15兆円に達し、その後も20年以上に
わたって同水準となると予想されています。

人口が減少する局面においても、都市の規模が自
ずから縮小することはありません。人口が減少す
る中でも、都市規模が拡大していき、放っておけ
ば薄く広がってしまうおそれがあります。

（出典）「館山市の統計」データから作成

国立社会保障･人口問題研究所による長期予測

日本の人口推移 （出所）総務省「平成24年版情報通信白書」（出典）総
務省「国勢調査」及び「人口推計」、国立社会保障・人口問題研究所「日
本の将来推計人口（平成24年1月推計）:出生中位・死亡中位推計」（各年
10月1日現在人口）、厚生労働省「人口動態統計」

（出典）「千葉県イノシシ対策計画」2013年

千葉県でのイノシシ捕獲数

千葉県館山市における人口と上下水道配水管／ガス管延長の推移

（出典）国立社会保障･人口問題研究所「日本の世帯数の将来推
計（全国推計）」2008年3月より作成

人口が減少していくと、人と人とのつなが
りも薄くなっていくことが懸念されます。
たとえば、「1平方キロメートルに何人新生
児が生まれるか」という指標をみると、全
国平均で1947年に約7人だったところ、
2030年には約2.8人まで下がり、全国21道県
で2人を切る見込みです。そもそも歩いて行
ける範囲に幼なじみ候補生がいない社会が
近づいています。また、2010年の31.2％
だった単身世帯割合は2030年に37.4％まで
増加し、4割がおひとりさまになる状況です。 人と人とのつながりが希薄になっていく

中で、孤独死、無縁社会といった問題が
深刻化していくことが予想されます。地
方自治体という単位でも消滅するところ
が出てくると指摘されています。

(出典）IPCC第5次評価報告書第一作業部会政策決定者向け要約

1870年以降の人為起源二酸化炭素排出量の累積（温室効果ガス換算）
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すでに
公共部門に
おいては、建築
物やさまざまな
インフラの維持管理
が大きな課題となって
います。今後のものづくりに
あたっては、作りっぱなしにする
ことなく、人工物の使用中のエネル
ギー消費・修理や、ライフサイクルの最後
の廃棄・リサイクルまで考えた設計を行うこと
が必要です。また、すでに作られた人工資本が今後
徐々に余っていきます。これらを有効活用するシェア
リングビジネスなどが発達していくことが求められます。

ひと
ストック

もの
ストック

しくみ
ストック

しぜん
ストック

幸せな生活を支えるスト ックの健全さを持続させる

人的資本 自然資本

人工資本 社会関係資本

保育

教育

医療

介護

農地管理

再エネ生産

建築

修理

公務

地域NPO

再生利用

林地管理

漁場管理

ストックの維持管
理を行う産業部門
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社会の持続可能性の基本は人になります。健康に生活す
る人があってこその社会です。このために、ひとを育て
次の世代が十分に育つように、出産・育児環境を
整えること、教育サービスを充実させることが
必要です。また、医療・介護サービス
を確保することはもとより、病気
にならずに元気で暮らせる
ようにして、医療費
や社会保障費の
増大を可能な
限り押さ
えること
が求め
られ
ます。

自然の手入れを怠るとその機能が低下し、生態系サービ
スが減少してしまいます。人工林、水田など人手が入っ
た自然は、継続的にケアをしていく必要があります。ま

た、化石燃料や鉱物資源は、自然資源ストック
を切り崩して使う資源です。一方、再生

可能エネルギーや生物資源はうまく
利用すれば持続的に使っていく

ことができます。自然の
手入れを十分に行い、

枯渇性資源を持続
可能な再生可能
資源に切り替
えていくこ
とが必要
です。

シェア
サービス

人と人の
つながり・

協力関係を生み
出すためには、みん

なで協力してケアし、
なしとげる対象をつくる

ことが重要です。また賑わい
を生み出すようなまちの設計や、

まちの規模をコンパクトに維持する
ための工夫も必要となります。さらに、

さまざまな資本ストックの維持管理を行う産業部
門を「持続部門」と呼びますが、地域の自治体や

NPOは、それを主体的に育成する役割を負います。



ストックの持続可能性 を確保するためには

地域の実態に即して課題を把握し、
その対応を考えること

だれが、ストックの持続可能性を確
保しなければならないのでしょうか。

補完性の原理 基礎的な行政単位で処理でき
る事柄はその行政単位に任せ，そうでない事
柄に限って，より広域的な行政単位が処理す
ることとすべきという考え方

でも、小さい自治体ほど人
材や情報に欠けています。
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前の世代から後の世代に受け継いで
いく意識が広がること

そもそもなぜ社会を持続させな
ければならないのでしょうか？

この意識を培うためには、過去の世代の思いを把握し、将
来を担う世代に伝えていくための仕掛けが必要です。

通時的コミュニティ
感覚 過去から現在
を通って将来に続く
“コミュニティ”があ
るという意識

「個人の福祉は、過去から未来にかけて広がるコミュニティにも結びつける
ものである」ケネス・ボールディング「来るべき宇宙線地球号の経済学」

将来世代も大切な
コミュニティの一員

今の世代で資源
を使い切っては
いけないね、

過去から引き継
がれたものを繋
げていこう

今、やりたい
ことをやれば
いいのでは？

将来世代は今の世
代になにもしてく
れないのでは？
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科学技術振興機構（JST）社会技術研究開発センター（RISTEX）「持続可能な多世代
共創社会のデザイン」研究開発領域に26年度に採択されました。
このプロジェクトには、千葉大学・芝浦工業大学・国立環境研究所・市原市・八千代市・
館山市・千葉県が参画しています。研究代表者：千葉大学教授 倉阪秀史

多世代参加型ストックマネジメント手法の普及を通じた地方
自治体での持続可能性の確保（Open Project on Stock 
Sustainability Management : OPoSSuMオポッサム）といいます。

われわれの研究プロジェクトが支援します

シニア世代
だけできめ
ていいの？

若者をどのよ
うに参画させ
ればいいの？

地域に応じた
マネジメントが必要

地域に
よって
違うよ
ね。

国

広域自

治体

基礎自治体

補
完
性
原
理

地域でで
きること
は地域で
やろう。

未来ワーク
ショップ

未来シミュ
レーター

つながり調査

そうはいっ
ても……。

地域ストック
の棚卸し



地域ストックの現況を把 握するお手伝いをします。

既存統計を整理して市町村間比較ができるように情報提供します。ウェ
ブサイト（ http://opossum.chiba-u.jp/）上でさまざまな形で情報を公開
しています。

分布図表示

地図表示

偏差値表示
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地域ストック
の棚卸し

公
有
財
産
建
物
総
面
積
／
人
口

林
野
面
積
／
人
口

さまざまな項目について
横軸と縦軸を自由に選ん
で市町村比較することが
できます。

http://opossum.chiba-u.jp/stock.html

【指標 1-1】15-64歳人口／全人口 
【指標 1-2】自市区町村で従業している就業者数／15-64歳人口 
【指標 2-1-1】幼稚園・保育所在籍者数／0-5歳人口 
【指標 2-1-2】小学校児童数／6-11 歳人口 
【指標 2-1-3】中学校生徒数／12-14 歳人口 
【指標 2-2-1】小学校児童数／小学校教員数 
【指標 2-2-2】中学校生徒数／中学校教員数 
【指標 3-1-1】国民健康保険被保険者１人当たり診療費 
【指標 3-1-2】病院・一般診療所病床数合計／人口 
【指標 3-1-3】医療施設医師数／人口 
【指標 3-2-1】要介護認定者数／65 歳以上人口 
【指標 3-2-2】要介護者認定者の必要介護レベル 
【指標 3-2-3】養護･介護老人ホーム等定員数合計／要介護認定者数 
【指標 4-1】課税対象所得／人口 
【指標 4-2】財政力指数【指標 4-3】経常収支比率 

【指標 4-3】実質公債比率 
【指標 5-1】公有財産建物総面積／人口 
【指標 5-2】住宅総数／人口 
【指標 5-3】平均住宅年齢 
【指標 5-4】道路延長／人口 
【指標 5-5-1】一般廃棄物最終処分場残余容量／一般廃棄物最終処分量 
【指標 5-5-2】一般廃棄物自自治体最終処分場埋立量/一般廃棄物最終処分量 
【指標 6-1】再生可能エネルギー生産量／地域的エネルギー需要量 
【指標 6-2-1】耕地面積／人口 
【指標 6-2-2】耕作放棄地面積／（耕地面積＋耕作放棄地面積） 
【指標 6-3】地域的食糧自給率 
【指標 6-４】林野面積／人口 
【指標 6-5】可住地面積／人口 

利用できる比較項目

要
介
護
認
定
者
の
必
要
介
護
レ
ベ
ル

同じ規模の市町村との比
較などが視覚的に行えま
す。

人口当たり
の道路延長
（km）

養護・介護老人ホーム定
員数／要介護認定者数

さまざまな項目について
地図上に表示させること
ができます。
地域を拡大して表示する
こともできます。

医療・介護など近隣の自治体での受
入可能性などを見ることができます。

http://opossum.chiba-u.jp/atlas/atlas.html

さまざまな項目について、
同じエリアや同規模の市町
村で比較できるように偏差
値表示を行うことも検討し
ています。

イメージ



25年後の地域ストック の課題に気づくための
未来シミュレーター を開発しています。
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このままの傾向で進むと、人的資本の維持サービス（保育、教育、
医療、介護）に関する需給ギャップ、住宅の需給ギャップ、農地
の耕作ギャップ、財政の収支ギャップなどが、どのように発生す
るのかを、全国の各市ごとに予測できる未来シミュレーターを開
発しています。

就業者数44897751
人

2040／2015

２０４０年産業別就業者数（全国）

７８．２％
(2040/2015)

人口107275850人

８４．７％
(2040/2015)

未来シミュ
レーター

産業構造シ
ミュレータ

人的資本シ
ミュレータ

住宅シミュ
レータ

自然資本シ
ミュレータ

財政シミュ
レータ

人口の長期予測をベースとして、2000年以降の
年齢区分別産業別就業者数の傾向が継続した場
合、2040年にどのような産業構造になるのかを
予測します。

2040年には日本の人口は2015年に比べて約15％減少する見込みですが、就職者
数は20％以上も減少する見込みです。とくに、第一次産業や第二次産業の高齢化
が進んでいて、就業者数を大きく減らしてしまうおそれがあります。

人口や産業構造の推移にしたがっ
て、保育・教育・医療・介護の
サービスの需給予測を行います。

農業従事者の予測から現在の耕地面積
を維持する場合の労力を把握したり、
人工林などの自然資本を有効に活用し
た場合の雇用創出効果などについて試
算します。

世帯数と住宅数（市原市）

今ある建築物がいつごろ建てられた
のかなどを踏まえて、今後の住宅数
を予測し、世帯数予測と比べていま
す。

人口、産業別就業者数、インフラ
の更新費用などを勘案して、今後
の歳入と歳出を予測します。

研究プロジェクトでは、市や地
域別にこれらの未来シミュレー
タの結果を「未来カルテ」にま
とめて提供できるように作業を
行っています。



地域の状況に応じて人と人 とのつながりを調査します

座談会で出された望ましいつながりを
リソースリスト（他者に協力を依頼す
るような項目）に反映させます。

リソースジェネレータ：30程度の他
者に協力を依頼するような項目リス
トを用意し、協力を得られる知り合
いの存在や関係性を聞く手法。つながり座談会の開催

リソースリストの作成

リソースジェネレータ調査の実施

大学生･20代、30～40代、50～60代、70代以上と、
世代・性別の異なる参加者（1グループ5名）に
よって、人と人とのつながりによってプラスに
なったこと、今後残したいつながりをグループ
ディスカッションします。
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つながり調査

社会関係資本の状況を、年齢層別、自治体の各地区別に把握するた
めに、地域の状況に即した「リソースジェネレータ調査」の方法を
開発しています。地域在住の多様な方に集まっていただき、その地
域での人と人との「つながり」について座談会を行った上で、調査
票を作成する方法です。

八千代市での
つながり座談
会の様子

アンケート調査を実施して、リソースリストの各項目について、家族、親戚、
友達、近所の人など、どこに頼れる人がいるか、それともいないかを聞きます。

（出典）環境省委託平成26年度環境経済の政策研究「地域内外の影響を考慮した環境・経済・社会の評価指標と測定手法の開発」報告書

（出典）環境省委託平成26年度環境経済の政策研究「地域内外の影響を考慮した環境・経済・社会の評価指標と測定手法の開発」報告書

リソースリストのイメージ

地区別調査結果分析のイメージ

年齢階層別・地区
別に、住民の人と
人とのつながり方
を把握できます。
将来人口の推移と
重ねて、社会関係
資本の今後を予測
できます。



中高生に2040年の未来市町 村長になってもらって今の
市町村長に提言する未来ワ ークショップを提案します
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「いちはら未来ワークショップ」の様子

将来の地域を担う中高生を主役としたワークショップを開催します。
ワークショップでは、未来シミュレータやつながり調査の結果を伝え、
まちあるきを交えながら、地域への理解を深めます。それらを踏まえ
て、2040年の未来市長として、今の市長に対する政策提言を行います。

現市長と未来市長の記念写真

2040年の未来の地域人口にあわせて作成
した未来地図をもってまちを歩きます。

未来ワーク
ショップ

さまざまな調査結果

2040年の
未来市長

未来シミュレータの結果（未来カルテ）やつながり
調査の結果などを中高生にわかりやすく伝えます。

まちあるき

政策提言の検討

2040年の課題を参加者が改めて書き出し、未来市
長として今の市長に対して政策提言を行います。

中三生班のワークショップ結果


